
   

          ごみの収集方法には、戸別収 

集もあるが、今後の処理体制

や搬出費用の負担等を踏まえ、伊奈町との

広域化を見据えた効率的な収集・運搬体制

の検討が必要と考えている。戸別収集につ

いても検討していく。 

令和１５年に稼働を開始する予定の 

新環境センターにおける余熱利用や 

再生可能エネルギーの活動については、本

市のゼロカーボン施策を十二分に反映した

ものとすべきであると考えるがいかがか。 

他の地域では、各家庭を１件ずつ収 

集する戸別収集を行っている。ごみ

集積所の確保が困難になった場合、将来的

に戸別収集を行う考えはあるか。戸別収集

について検討すべきと考えるがどうか。 いじめなどの問題が発生し 

た場合は、学校を中心として

対応しているが、各相談窓口などを状況に

応じて改めて紹介することは、解決を図る

ために有効であると捉えている。 

     特別支援学校に通う児童生徒が不登 

校となった場合に「放課後デイサー

ビスしか利用できず、午前中にはサービスも

利用できない」という声があるが、市は課題

として認識しているか。 

     いじめと認定された時点で、教育 

委員会が教育センターで相談を受

け付けていることを個別に周知するべきで

あると考えるがいかがか。 

①いじめ・不登校、②ごみ処理 テーマ 

市民の声を形に 令和５年１２月定例会 

いじめについての相談 

ごみの収集方法 

障がいのある子どもの不登校 

ごみ処理 

いじめ・不登校 

いじめ・不登校 新環境センター ごみ処理 

学校以外の相談窓口の周知 

特別支援学校の児童生徒の支援 

各家庭を１件ずつ収集する「戸別収集」 

上尾市の施策が反映された余熱利用 

特別支援学校に在籍する不 

登校児童生徒への支援が限 

られた状況であるという課題については、

関係課と確認しながら、市としての適切な

支援について検討していく。 

          新たなごみ処理施設が、上尾 

市のゼロカーボンシティ宣言 

に資するような施設となるよう、上尾伊奈

資源循環組合（※）と調整を進めていく。 

※上尾市と伊奈町がごみ処理施設の建設・運営な

どを共同で行うことを目的として設置した機関。 

環境経済 
部長答弁 

Point 

Point 

Point Point 

学校以外の相談窓口 

放課後デイサービスのスケジュール 

多摩地域における戸別収集 

新環境センターの建設スケジュール 

（出典）上尾市教育センター 
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ガザ地区での人道的停戦に向けた外交努力を求める意見書を採択 上尾市税条例の一部改正について質疑 

議員提出議案として『ガザ地区での即時の人道的停戦に向

けた外交努力を求める意見書』が提案され、全会一致で採択さ

れました。 

この意見書では、１２月１２日に国連総会の緊急特別会合で、

日本を含む１５３か国の賛成で採択された人道目的の即時停戦

を求める決議に基づき、日本政府に対して即時停戦を働きか

ける外交努力を行うよう強く要望するものです。 

請願提出は市民の権利です。 
提出を検討している方が 
いらっしゃいましたら 
ぜひご相談ください。 

学校教育 
部長答弁 

 

（出典）上尾市環境政策課 

質問 
（要旨） 

法律改正にともない上尾市税条例が改正されることから、そ

の内容について質疑を行いました。今回の改正では、過誤納金

（納めすぎたり二重に納付してしまった税金）が還付される際

に滞納する市税があった場合の取り扱いについて、市民の側

の意思があるものとみなして相殺されます。 

市民への周知や還付加算金・延滞金の取り扱いを確認しまし

たが、いずれも明確に決まっていませんでした。 

学校教育 
部長答弁 

質問 

①電話相談 ０４８－７７６－７６００ 

②メール相談 t733100@city.ageo.lg.jp 

③来所相談 平日教育センターにて相談が可能（予約制） 

④出前相談 必要に応じて学校・家庭を訪問して相談を実施 

 

質問 
質問 

環境経済 
部長答弁 

（出典）上尾市『令和５年度 上尾市内児童発達支援事業所放課後等デイサービスガイドブック』 

教育センターの教育相談で 

いじめについても相談可能 

こちらの二次元バーコードで 
「上尾市教育センターの手引き」中の 
教育相談などをご確認いただけます。 

１２ 

14:00～ 学校にお迎え 
15:00～ 集団・戸別活動 
17:30～ 自宅への送迎 

放課後デイサービス 

スケジュールの例 

基本的には「放課後」にあたる時間しか 

サービスの提供はなく、不登校の子ども 

に対しては市として別の支援が必要 

戸別収集の先進地域である東京都の多摩地域２５市における収集方法の状況 

平成２４年 

１９自治体 

４自治体 

２自治体 

 

 

令和５年 

２５自治体 

２自治体 

０自治体 

 

 

収集方式 

戸別収集（各家庭ごとの収集） 

戸別・ステーション併用 

ステーション（上尾市の収集方法） 

 

 

（出典）『多摩地域ごみ実態調査』 公益財団法人 東京市町村自治調査会（平成２４年）・海老原調べ（令和５年） 

多摩地域では 

全自治体で戸別収集が

実施されている 

令和５年～７年 令和１０年 令和１１年～１４年 令和１５年 

基本構想・基本 
計画・基本設計 

実施設計 
各種申請 

造成工事 
本体工事 

供用開始 
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上尾市こども医療費支給条例の一部を改正する条例の制定 議案 

２０２３年１０月～１２月 

議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

えびはら直矢市政報告 

上尾市議会議員〈政策フォーラム・市民の声あげお〉 

発
行
人 

長期欠席による議員報酬の減額規定が可決 

令和５年１２月定例会議会報告 

議会改革 

委員会 

一般質問 

議員報酬及び費用弁償等に関する条例 
長期欠席による議員報酬の減額規定が可決 

こども医療費の対象拡大 
通院費についても１８歳までの拡大が実現 

ごみの収集方法の改善 
各家庭を１件ずつ収集する「戸別収集」の検討を 

令和６年新年報告号 
202４.１.６ 

お名前 ご連絡先 

ご意見やお困りごとなど 

市政へのご意見やお困りごとがございましたらお気軽にご連絡ください →FAX 048-677-1676 

昭和 62年 12月 3日生まれ。 
●上智大学法学部卒 
●首都大学東京社会人類学教室修了。 
国連UNHCR協会職員などを経て、 
衆議院議員公設第一秘書を務める。 

大学在学中に市民団体を設立し、子どもたちの放課後を考える団体
や演劇教育を推進する団体など複数の団体の運営に携わってきた。
2017年に上尾市議会議員に当選（現在３期目）。 
政策フォーラム・市民の声あげお会派代表。環境審議会委員。 
家族：妻、長男（８才）、長女（７才）、次男（５才） 

えびはら直矢プロフィール 

健康福祉常任委員会 市民生活のために 

■１２月２０日 
『持続的賃上げ
につながる物
価高対策に関
する要請』を市
長に提出。 
 

活動報告 

■１１月１０日 
中川浩県議の
お声がけで、
『里親入門講
座』PR のため
の街頭活動 

 
■上尾市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定 
→小規模保育事業所の保育室・遊戯室の満２歳以上の幼児１人当たりの設備の面積に関する基準の見直し 

■上尾市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定→国保料の値上げと付加限度額の引き上げ 

そのほかの主な議案 
（健康福祉常任委員会） 

これまで私たちの会派では、近隣の自治体ではすで

に取り組まれてきたこども医療費の支給対象の１８才
までの拡大を繰り返し要望し、すでに入院費について

は実現していましたが、今回通院費についても対象が
拡大されることになりました。 

この改正により、子育てをする保護者の経済的な負
担が大きく軽減されることになります。引き続き市民

負担の軽減に努めていきます。 

■拡大後の支給対象 

 通院・入院：１８歳に達する日以後の最初 

の３月３１日まで 

 

■施行期日 

令和６年４月１日 

議会運営委員会の委員会提出議案として『上尾市議会の議員

の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

の制定』が提案され、賛成多数で可決しました。 

これは、議員が自己都合や疾病などによって議会の定例会・臨

時会を長期間欠席した際に議員の報酬を減額するものです。 

この減額の必要性については私たち『市民の声あげお』のタウ

ンミーティングでも市民の方々からたびたび指摘があり、会派代

表でもある鈴木茂議員が強い思いで進めてきたものです。 

このルールの制定そのものには当然賛成ですが、採決にあたっ

て実際に疾病で議会を休まざるを得なかった議員から反対討論

が一件あったことからもわかる通り、今後実際に運用するにあた

っては丁寧な対応も求められると考えます。  度 

対象拡大に関連した予算 

令和６年４月診療分から対象拡大することに伴う準備経費（今回の予算） ３０９万６千円 

高校生世代の通院医療費（令和４年度のこども医療費から試算した見込） １億４千万円 

海老原直矢 

〒362-0026 上尾市原市北一丁目 14番地 9 TEL. 048-716-7323 

E-mail. ebihara116@gmail.com https://www.ebihara-naoya.com/ 

■１１月１６日 
健康福祉常任
委員長として
上尾西地域福
祉センターの
開所式に出席 

議員報酬減額の適用条件 

議員が自己都合・疾病その他の事由により、本会議を欠席した日から本会議に出席した日の前

日までの期間が９１日以上 

９１日～１８０日 

８割支給 
１８１日～３６５日 

７割支給 
３６６日～ 

５割支給 

令和６年３月定例会は２月１６日から３月１９日に行われます。 

傍聴にお越しください。また、インターネット中継でもご覧いただけます。 

（https://smart.discussvision.net/smart/tenant/ageo/WebView/rd/council.html） 


